
長
野
県
南
箕
輪
村
は
、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
連
峰
の
経
ヶ
岳
・
駒

ケ
岳
、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
の
仙
丈
ヶ
岳
・
東
駒
ケ
岳
を
望
む
伊

那
谷
の
広
い
平
地
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
天
竜
川
西
岸
の
河

岸
段
丘
に
は
緑
濃
い
田
園
と
畑
作
地
帯
が
広
が
り
、
伊
那
谷
有
数
の

美
し
い
風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

交
通
の
面
で
は
、
中
央
自
動
車
道
（
伊
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
・

国
道
一
五
三
号
・
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
が
南
北
に
平
行
し
て
走
り
、
非
常
に

ア
ク
セ
ス
の
良
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
住
み
良
い
住
環
境
の
も
と
、
人

口
は
順
調
に
増
加
し
続
け
、
長
野
県
下
有
数
の
人
口
増
加
率
、
低
高

齢
化
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
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●
事
例
紹
介

●

南
箕
輪
村
奨
学
資
金
助
成
制
度
に
つ
い
て

～
未
来
へ
つ
な
が
る
住
民
主
体
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

長
野
県
南
箕
輪
村
教
育
委
員
会

長野県



（
二
）
平
成
二
〇
年
一
月
一
日
以
降
に
教
育
資
金
の
融
資
を
証
書
貸

付
型
で
借
り
入
れ
た
方
ま
た
は
証
書
貸
付
型
に
切
り
替
え
た
方

（
三
）
融
資
申
込
人
の
年
間
所
得
が
四
〇
〇
万
円
以
下
の
方

（
四
）
村
税
そ
の
他
村
の
納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

三
助
成
期
間

（
一
）
利
子
に
対
す
る
助
成
は
、
元
金
の
返
済
を
始
め
て
か
ら
五
年

間

（
二
）
保
証
料
に
つ
い
て
は
、
融
資
実
行
時
に
一
括
で
支
払
っ
た
場

合
は
、
支
払
っ
た
金
額
を
一
回
で
助
成
し
ま
す
。
毎
月
の
返
済

額
の
中
に
保
証
料
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
保
証
料
と
し
て

支
払
っ
た
金
額
を
返
済
が
終
了
す
る
ま
で
助
成
し
ま
す
。

四
助
成
金
の
申
請

（
一
）
年
二
回
（
四
月
・
一
〇
月
）
南
箕
輪
村
教
育
委
員
会
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

五
提
出
書
類

（
一
）
借
用
証
書
の
写
し

（
二
）
金
融
機
関
が
発
行
す
る
融
資
返
済
予
定
表
の
写
し

（
三
）
金
融
機
関
が
発
行
す
る
融
資
残
高
証
明
書

（
四
）
利
率
及
び
保
証
率
（
額
）
の
わ
か
る
書
面

（
五
）
所
得
証
明
書
他

※
金
融
機
関
の
教
育
ロ
ー
ン
に
は
、
証
書
貸
付
型
と
当
座
貸
越
型

（
極
度
型
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
に
お
確
か
め
下
さ

い
。
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信州大学農学部前ゆりのき並木

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
人
口
は
一
四
五
五
六
人
（
平
成
二
〇

年
一
〇
月
一
日
現
在
）
を
数
え
、
教
育
施
設
は
信
州
大
学
農
学
部

（
南
箕
輪
キ
ャ
ン
パ
ス

七
一
二
名
在
籍
）
を
は
じ
め
、
高
等
学
校

一
校
（
五
一
四
名
在
籍
）、
中
学
校
一
校
（
四
五
八
名
在
籍
）、
小
学

校
二
校
（
九
四
六
名
在
籍
）
、
保
育
園
五
園
（
五
一
七
名
在
籍
）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
が
元
気
な
村
は
お
年
寄
り
も
元
気
に
な
る
、
住
民
が
元
気

な
村
づ
く
り
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
「
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で
あ

る
」「
保
育
園
に
力
を
入
れ
て
い
る
」「
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
」

な
ど
の
村
の
特
徴
を
活
か
し
、
子
育
て
支
援
・
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
よ
り
、
子
育
て
支
援
・
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、

金
融
機
関
等
か
ら
教
育
資
金
の
融
資
を
受
け
た
住
民
の
方
を
対
象
に

資
金
の
利
子
及
び
保
証
料
に
対
す
る
補
給
金
の
交
付
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
へ
の
進
学
率
が
約

七
割
を
占
め
る
な
か
で
、
学
問
を
修
め
、
社
会
を
知
り
、
国
際
的
理

解
を
深
め
、
南
箕
輪
村
ひ
い
て
は
日
本
の
明
日
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
観
点
で
の
「
修
学
」
に
係
る
親
の
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
多
く
の
方
が
経
済
面
で
安
心
し
て
学
問
を
学
べ
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
制
度
創
設

か
ら
一
年
に
満
た
な
い

こ
と
も
あ
り
、
利
用
実

績
も
少
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
地

域
の
中
学
・
高
校
へ
働

き
か
け
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
未
来
を
見
据
え
た

人
材
の
育
成
、
住
民
が

輝
く
村
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

【
南
箕
輪
村
奨
学
資
金
助
成
制
度
の
概
要
】

一
助
成
金
額

（
一
）
借
り
入
れ
た
金
額
に
対
す
る
年
間
利
子
の
三
％
以
内

（
二
）
金
融
機
関
の
指
定
す
る
保
証
会
社
に
支
払
う
保
証
料
の
全
額

二
対
象
者

（
一
）
南
箕
輪
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
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中央自動車道インターチェンジ付近
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